
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Information Science and Intelligent Systems (Day Course) [⇒Japanese]

Introduction to Well-being Technology for All 2 units (selection)

Shoichiro Fujisawa · Professor / Institute of Technology and Science, Katsuya SATO ·Associate Professor / Institute of Technology and Science, Shin-ichi Ito ·Assistant Professor / Institute of Technology and Science

Osamu Sueda · Part-time Lecturer

Target〉 我々の身近な生活を支える様々な機器具や環境の中に含まれる工学技術
のうち，いろいろなハンディキャップを伴う条件下でも使いやすく安全を確
保する技術を，人に優しい技術として紹介し，その万人に対する延長線上に
福祉工学技術の一端があることを理解させる. また，各障害者個人に合わせた
機器具を紹介し，福祉工学技術のもう一端には，特化された技術があること
も理解させる.

Outline〉 本講義では，人間の生活全体を支える工学技術を，高齢化による機能
の低下や障害によるハンディキャップを軽減させる様々な技術 (ハイテクなら
びにローテク)やアプローチを例にとり，広い視点から概観する.

Goal〉
1.機能の低下や障害によらず，全ての人々が利用できる技術や機器，環境が
あることを理解させる．

2.特別なサポートを必要とする人々のための技術や機器，環境があることを
理解させる．

3.人に優しい工学技術について考える機会を持たせる．
Schedule〉

1.ガイダンス:講義の進め方，受講の心構え
2.支援科学技術:個人への対応と万人への対応 (Universal Design)
3.移動 ·移乗
4.排泄
5.身障者スポーツ
6.高齢者の生活環境
7.就労
8.生活自立と支援技術 (米国の場合)
9.技術による支援，人による支援

10.技術:障害への適合，環境への適合，人間への適合
11.知的障害者と運動機能障害者の支援
12.視覚障害者と聴覚障害者の支援
13.最新の技術:その 1
14.最新の技術:その 2
15.まとめ:心のバリアー，エンジニアとして

Evaluation Criteria〉 講義への取り組み状況と，毎回提出させるレポートにより
評価する.

Reference〉
�「明日を創る」
� E&Cプロジェクト「バリアフリーの商品開発 2」
�山田尚勇他「コンピュータと人間の共生」
�後藤芳一編「バリアフリーのための福祉技術入門」

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216343
Contact〉
⇒ Fujisawa (ECO704, +81-88-656-7537, s-fuji@eco.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 水曜日 18:00∼ 20:00)
Note〉 出席点とレポート評価との割合は 4:6とするが，欠席者のレポートは成績
評価しない.

— 1 —

http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/79528/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/187661/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/189119/profile-en.html
http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216343
mailto:s-fuji@eco.tokushima-u.ac.jp

